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等の特殊な電子機器を組み込まずに、入出力ともに実物体を介するインタラクションを実現している。入力を熱分布、
熱の移動、熱の痕跡に、出力を疑似カラー表示、パラメータ画像変換、透過化に分け、設計論を提案し、実物体の仮
想化による温度分布観測システム、薄面物体の仮想化による画像創作支援システム、机上の実書類の仮想化による書
類探索支援システムという３種のシステムを実装し、心理実験でそれらの有効性を示している。 
 いずれも、従来特殊な電子機器を必要としてきた、ディスプレイ空間と対象空間との一致につき、赤外線画像計測
を導入することで実現可能にし、その問題点を解決した。 
 本論文の新規性は、熱を情報メディアとして解釈し、これまで実世界指向インタフェースの研究分野では扱われて
こなかった熱現象のような身近な物理現象に着目した点にある。それによって、実物体の仮想化といい新規な概念が
創造され、ユーザが触れればその実物体が消失する（透過化）という物理的にはありえない属性の付与を代表に、そ
の有用性を明らかにしていることから、実世界指向インタフェースの研究領域が本論文で示された知見によって拡張
できていることを確認している。 
 本論文の有用性は、本論文で示された認識アルゴリズムを実装した「熱の移動」を計測するセンサ面型熱入力法と
「熱の痕跡」を利用した接触検出手法の二種の要素技術は汎用性があり、人間動作計測分野におけるセンシング手法
の一つとして他への応用可能性が高いことを確認している。 
 以上より、熱現象を媒介とする実世界指向インタフェースという新規領域を、実世界指向インタフェース、および
複合現実感の研究分野の中に創成しただけでなく、赤外線画像計測に基づくカメラ-プロジェクタ連携インタラクショ
ンシステム（ProCams）として世界に類例のない実証システムを複数構築したことは、総合的に高く評価される。よ
って、本論文は学位（工学）論文として価値あるものと認められる。 
